
１０３ 明治時代 朝鮮の動向 

1875 朝鮮開国( 日朝修好条規 )後 

 

 

 

 

    攘夷派        近代化派  

 

 

 

 

1882   壬午軍乱    

 

 

 

結果その１ 済物
さいもっ

浦
ぽ

条約
じょうやく

  

  ･朝鮮は日本に賠償金を支払う。 

  ･日本が首都漢城に日本軍駐留権獲得。 

結果その２ 朝鮮が親日近代化路線中止 

閔
びん

妃
ひ

「清は頼もしい。無理に近代化は必要ない」 

 

         攘夷派        

 

 

 

 

 

 

 

            リーダー 金玉均  

                朴泳孝
ぱくえいこう

  

1884  甲申事変   

 

 

 

 

1884 天津条約    

 

 

 

1884  大阪事件   

 独立党を助けようと日本の自由民権派が朝

鮮に渡って改革を起こそうとした事件。 

 旧自由党員 大井憲太郎  、 影山英子    

 

1889 防穀令事件   

 

 

 

このころ朝鮮農民に朱子学を批判して学問の有

無に関わらず人間の平等を説く 東学 が広ま

る。教祖… 崔済
さいせい

愚
ぐ

   

 

1891 シベリア鉄道 起工式 

  

 

1894  甲午農民戦争  （東学党
とうがくとう

の乱）   

 

 

 

1894 日英通商航海条約    

 

 

1895年 日清戦争 開始 

 

人生
じんせい

好展望
こうてんぼう

！ 

 

 大院君     対立   閔妃政権 

 清国            日本 

 支援             支援 

 清国                日本 閔妃政権    

 事大党    対立    独立党 

 支持      福沢諭吉  らが支援             
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朝鮮政府内の権力争い 

 ・国王 高宗 は飾り 

 １実権を握る外戚の 閔妃政権   

 ２高宗の実父で頭が古い 大院君  

 →朝鮮開国後、閔妃政権は軍の近代化を 

  模索 
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